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奄美群島市町村議員大会への提出事項を採択

徳
之
島
三
カ
町
議
会
議
員
大
会
・
議

員
研
修
会
が
２
月
15
日
、
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に

は
県
議
や
３
町
長
・
副
町
長
ら
来
賓
を

含
め
約
60
名
が
出
席
。
提
出
議
題
審
議

で
は
、
天
城
町
平
土
野
港
が
風
波
の
影

響
で
定
期
船
や
貨
物
船
の
寄
港
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
船
が
安

定
し
て
寄
港
で
き
る
よ
う
、
平
土
野
港

を
多
機
能
港
湾
と
し
て
新
設
整
備
す
る

奄
美
群
島
議
員
大
会
へ
の
要
望
が
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
後
の

研
修
会
で
は
、
写
真
家
・
ア
マ
ミ
ノ
ク

ロ
ウ
サ
ギ
生
態
研
究
家
の
浜
田
太
氏
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
土
野
港
多
機
能
港
湾
の
新
設
整
備
要
望
を
採
択

25 日まで 3日間、体験学習等も兼ね初合宿入り 亀徳小５年生による劇「秋津港の砂糖積み」

現代の食生活の乱れに警鐘が鳴らされた講演会

２
月
23
日
、
愛
知
県
の
強
豪
、
愛
知

工
業
大
学
名
電
高
等
学
校
硬
式
野
球
部

の
部
員
・
ス
タ
ッ
フ
一
行
38
名
が
徳
之

島
町
に
初
合
宿
入
り
し
ま
し
た
。
今
回

の
合
宿
は
、
名
古
屋
市
出
身
で
徳
之
島

へ
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
愛
工
大
Ｏ
Ｂ
の
川
村

幹
弘
氏
（
75
）
＝
亀
徳
＝
が
橋
渡
し
役

と
な
り
実
現
。
一
行
は
徳
之
島
合
宿
の

た
め
に
作
成
し
た
特
製
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
来

島
し
、
空
港
で
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
関
係
団
体
や
町
が
タ
ン
カ
ン
な
ど
地

元
の
特
産
品
を
贈
り
同
校
野
球
部
を
歓

迎
し
ま
し
た
。
ま
た
24
日
に
は
町
内
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
対
象
に
野
球
教
室

も
行
わ
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
２
月
19

日
、
第
32
回
徳
之
島
町
島
口
・
島
唄
の

祭
典
が
開
催
さ
れ
、「
シ
マ
グ
チ
よ
甦

れ 

島
の
心
を
見
直
そ
う
」
を
テ
ー
マ

に
表
彰
式
や
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
実
施

さ
れ
た
島
口
川
柳
大
会
の
表
彰
式
で
は

受
賞
者
が
作
品
を
壇
上
で
発
表
。
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
作
品
に
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
舞
台
発
表
は
小
学
生

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
が
参

加
。
島
唄
や
島
口
の
寸
劇
、
町
議
会
議

員
に
よ
る
島
口
議
会
な
ど
９
つ
の
演
目

が
披
露
さ
れ
、
郷
土
文
化
を
伝
承
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
２
月
22

日
、
徳
之
島
町
食
育
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
名
誉
教
授

の
福
司
山
エ
ツ
子
氏
が
講
演
し
ま
し

た
。
講
演
で
は
、
鹿
児
島
県
で
は
脳
卒

中
に
よ
る
死
亡
率
が
全
国
的
に
も
高
い

現
状
や
、
食
生
活
の
乱
れ
が
も
た
ら
す

子
ど
も
へ
の
悪
影
響
等
を
紹
介
。
食
生

活
の
見
直
し
と
し
て
「
一
汁
三
菜
」
等

の
日
本
型
食
生
活
や
、
豆
類
や
お
茶
の

効
能
が
示
さ
れ
、「
食
育
は
知
育
・
徳

育
・
体
育
の
基
礎
。
食
に
関
す
る
知
識

と
食
を
選
択
す
る
力
を
つ
け
、
健
全
な

食
生
活
が
で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と

が
食
育
で
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

高
校
野
球
強
豪
校
、
愛
工
大
名
電
が
徳
之
島
初
合
宿

島
口
文
化
を
守
り
伝
え
る
祭
典
を
開
催

食
育
で
「
健
康
な
ま
ち
と
く
の
し
ま
」
を
目
指
す

熱意のこもった知床財団の増田氏の講演

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
２
月
11

日
、「
平
成
30
年
夏
世
界
自
然
遺
産
登

録
に
向
け
て
～
保
全
と
活
用
に
つ
い
て

～
」（
徳
之
島
３
町
主
催
）
と
題
し
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第

１
部
「
わ
れ
ん
き
ゃ
が
主
役
！
集
落
ガ

イ
ド
の
活
躍
と
展
望
」
で
は
手
々
小
、

伊
仙
町
阿
権
小
の
児
童
に
よ
る
実
践
発

表
や
、
全
国
に
先
駆
け
た
「
島
っ
こ
ガ

イ
ド
」
の
取
り
組
み
事
例
を
、
三
重
県

鳥
羽
市
立
神
島
小
教
諭
の
廣
川
清
治
氏

が
発
表
。
第
２
部
「
遺
産
登
録
が
も
た

ら
す
地
域
へ
の
影
響
」
で
は
、（
公
財
）

知
床
財
団
事
務
局
長
の
増
田
泰
氏
が
、

遺
産
登
録
が
知
床
に
与
え
た
影
響
や
取

り
組
み
に
つ
い
て
講
演
。
官
民
協
働
で

相
互
理
解
を
深
め
な
が
ら
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
の
重
要
性
を
語
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
世
界
自
然
遺
産
の
保
全
と
活
用
学
ぶ

楽しいひと時となった神之嶺小児童との交流豪勢なメニューを豪快に食べる部員の皆さん

「取り組みが子ども・大人・島を変えた」と廣川氏

伝統芸能を披露し事例発表した手々小の児童

２
月
６
日
か
ら
16
日
の
11
日
間
、
独

立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
・
横
浜
セ

ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜
）
が
主
催
し
、

ア
フ
リ
カ
地
域
な
ど
海
外
７
カ
国
の
地

方
行
政
官
ら
９
名
が
徳
之
島
に
滞
在
。

島
内
各
地
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
研

修
は
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
課
題

の
解
決
や
地
域
振
興
の
事
例
を
学
ぶ
こ

と
が
目
的
。
小
中
高
生
や
地
域
住
民

と
の
交
流
、
行
政
関
係
者
等
と
の
意
見

交
換
な
ど
多
彩
な
交
流
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
終
日
に
は
成
果
発
表
が
行
わ

れ
、
研
修
生
は
滞
在
期
間
中
の
様
々
な

交
流
を
ふ
り
か
え
り
、
自
国
で
の
課
題

解
決
に
役
立
て
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

２
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
の
９
日

間
、
群
馬
県
の
上
武
大
学
硬
式
野
球
部

選
手
・
ス
タ
ッ
フ
一
行
60
名
が
２
度
目

の
大
学
野
球
日
本
一
を
目
指
し
、
徳
之

島
町
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し

た
。
12
日
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
高

岡
町
長
が
一
行
を
激
励
。
ま
た
民
間
有

志
よ
り
豚
肉
や
バ
レ
イ
シ
ョ
な
ど
の
特

産
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
15
日
に
は

町
地
域
女
性
連
が
、
贈
呈
さ
れ
た
特
産

品
を
使
用
し
、
鶏
飯
や
豚
肉
、
ば
れ
い

し
ょ
、
ソ
デ
イ
カ
の
刺
身
、
た
ん
か
ん

な
ど
の
昼
食
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
ま

た
25
日
か
ら
は
同
野
球
部
第
２
陣
（
約

50
名
）
が
キ
ャ
ン
プ
入
り
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
生
７
カ
国
９
名
が
徳
之
島
で
交
流

日
本
一
目
指
し
上
武
大
硬
式
野
球
部
春
季
キ
ャ
ン
プ
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農
業
の
振
興

平
成
28
年
度
に
策
定
さ
れ
ま

し
た
平
成
28
～
37
年
産
さ
と
う

き
び
増
産
計
画
の
実
績
初
年
度

で
あ
る
平
成
28
年
産
の
結
果
と

し
ま
し
て
は
、
収
穫
面
積
１
．

１
６
２
㌶
、
単
収
５
７
８
１

㎏
、
生
産
量
６
万
７
１
７
３
㌧

第
５
次
徳
之
島
町
総
合
計
画

に
掲
げ
る
「
人
と
自
然
が
輝
き

み
ん
な
で
紡
ぐ　

き
ら
め
き
の

ま
ち
」
の
実
現
と
地
域
の
更
な

る
発
展
に
向
け
、
総
合
計
画
内

の
６
つ
の
基
本
計
画
に
沿
っ
て

平
成
29
年
度
事
業
実
績
及
び
平

成
30
年
度
事
業
施
策
を
申
し
上

げ
ま
す
。

と
な
り
、
目
標
値
に
対
し
て

収
穫
面
積
が
63
㌶
の
減
、
単
収

が
４
８
５
㎏
の
増
、
生
産
量
が

６
７
１
３
㌧
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
37
年
産
目
標
生
産

量
７
万
６
９
２
㌧
を
目
指
し
各

種
支
援
事
業
の
継
続
を
図
り
ま

す
。農

業
創
出
緊
急
支
援
事
業
に

お
い
て
は
、
北
部
地
区
振
興
の

一
環
で
あ
り
ま
す
営
農
研
修
ハ

ウ
ス
を
建
設
し
、
島
内
外
よ
り

町
園
芸
農
家
の
担
い
手
に
な
っ

て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
て

人
と
資
源
を
融
合
さ
せ

活
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

平
成
29
年
度
事
業
実
績

及
び
平
成
30
年
度
事
業
施
策

平
成
30
年
第
１
回
徳
之
島
町

議
会
定
例
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
町
政
に
臨
む
所
信
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年

度
徳
之
島
町
一
般
会
計
予
算
案

及
び
特
別
会
計
予
算
案
、
関
連

議
案
を
提
出
し
、
町
議
会
の
皆

様
並
び
に
町
民
の
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
一
般
会

計
予
算
案
の
総
額
は
、
歳

入
及
び
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
７
億
５
８
０
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
前
年
度
と
比
較
し
ま

す
と
９
・
４
％
増
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
歳
入
歳
出
の
主
な
事

柄
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

額
の
増
加
、花
徳
団
地
の
建
設
、

亀
津
中
学
校
の
プ
ー
ル
施
設
の

建
設
に
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
予
算
編
成

施 政 方 針平成 30 年度

徳之島町

３月定例議会が３月２日から３月９日まで開かれ、高岡秀規町長は平成 30年度
の施政方針を述べました。その内容を抜粋して掲載します。

優勝した亀津男子チーム

親子で楽しげにバレイショ収穫

入隊予定者と保護者、関係者

視界に入った瞬間歓声が上がった「あい山の滝」

第
37
回
大
島
地
区
中
学
校
６
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
天
城
町
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
主
催
）
の
男
子
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
・
決
勝
リ
ー
グ
が
２
月
25

日
、
天
城
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体

育
館
で
行
わ
れ
、
亀
津
が
単
独
チ
ー
ム

と
し
て
は
23
年
ぶ
り
５
度
目
の
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

亀
津
は
予
選
・
準
決
勝
と
も
に
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
で
快
進
撃
。
田
皆
・
知
名

と
の
決
勝
戦
で
は
第
１
セ
ッ
ト
を
先
取

さ
れ
苦
し
い
立
ち
上
が
り
と
な
り
ま
し

た
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
粘
り
を
見

せ
、
第
２
、３
セ
ッ
ト
を
連
取
。
逆
転

勝
利
で
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

２
月
24
日
、
徳
和
瀬
の
バ
レ
イ
シ
ョ

畑
で
、
教
育
フ
ァ
ー
ム
（
バ
レ
イ
シ
ョ

収
穫
体
験
）
が
行
わ
れ
、
亀
徳
保
育
園

の
園
児
や
保
護
者
、
関
係
者
等
約
60
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
教
育
フ
ァ
ー
ム
は

町
農
林
水
産
課
の
「
地
域
の
魅
力
再
発

見
食
育
推
進
事
業
」
の
一
環
で
実
施
。

徳
之
島
町
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
（
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
）
も
協
力
し
、
ミ
ニ

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
収
穫
作
業
を
実
演
し

ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
昨
年
11
月
に
自

分
た
ち
で
植
え
た
バ
レ
イ
シ
ョ
が
次
々

と
土
か
ら
出
て
く
る
様
子
に
驚
き
な
が

ら
、
成
長
し
た
バ
レ
イ
シ
ョ
の
収
穫
を

親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

徳
之
島
町
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会
が

２
月
28
日
、
徳
之
島
町
役
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
平
成
29
年
度
の
徳
之
島
町
出

身
の
自
衛
隊
入
隊
者
は
３
名
で
、
樟
南

第
二
高
校
の
廣
竜
斗
さ
ん
（
18
）、
永

長
優
大
さ
ん
（
18
）
が
霧
島
市
国
分
の

陸
上
自
衛
隊
へ
、
樟
南
高
校
の
太
村
健

二
さ
ん
（
18
）
が
長
崎
県
佐
世
保
市
の

海
上
自
衛
隊
へ
入
隊
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
日
出
席
し
た
廣
さ
ん
と
永

長
さ
ん
に
は
、
関
係
者
か
ら
の
激
励

や
、
防
衛
大
臣
、
鹿
児
島
県
知
事
か
ら

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
壮
行
会
の
最
後
に
は
入
隊
者
が
決

意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

２
月
25
日
、
北
部
地
区
「
自
然
ふ

れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
～
ふ
れ
あ
い
ク
ロ

ウ
サ
ギ
の
森
～
」（
主
管
：
北
部
地

区
「
自
然
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
」）
が
山
集
落
で
開
催
さ
れ
、
約

１
４
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
で
は
集
落
の
南
に
あ
る
「
あ
い
山
の

滝
」
や
林
道
な
ど
を
楽
し
む
３
つ
の

コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
は
専
門

家
や
地
元
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
説
明
を
受

け
な
が
ら
北
部
地
区
の
豊
か
な
自
然
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
発
着
地
点
の
山

公
民
館
で
は
参
加
者
に
豚
汁
な
ど
の
料

理
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
地
元
農
産

物
の
物
品
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

亀
津
中
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
で
23
年
ぶ
り
に
優
勝

教
育
フ
ァ
ー
ム
体
験
で
園
児
た
ち
が
バ
レ
イ
シ
ョ
収
穫

徳
之
島
町
か
ら
の
自
衛
隊
入
隊
者
を
激
励

自
然
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
で
山
集
落
の
大
自
然
を
堪
能
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て
は
、
亀
津
保
育
園
分
園
お
ひ

さ
ま
建
設
事
業
を
実
施
致
し
ま

し
た
。
保
育
園
定
員
の
増
加
を

図
り
、
平
成
30
年
度
で
の
徳
之

島
町
に
お
け
る
待
機
児
童
の
解

消
に
努
め
ま
す
。

地
域
福
祉
の
充
実

平
成
30
年
度
よ
り
開
始
と
な

る
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

で
は
、「
誰
も
が
い
き
い
き
と

元
気
に
、
地
域
で
つ
な
が
り
あ

い
、
助
け
合
え
る
笑
顔
と
共
生

の
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し

て
、
介
護
人
材
の
確
保
に
向
け

て
の
取
組
み
や
、
チ
ー
ム
ケ
ア

の
質
の
向
上
に
向
け
て
の
地
域

ケ
ア
会
議
、
各
種
研
修
事
業
等

を
行
い
、
在
宅
や
施
設
で
よ
り

安
心
し
て
尊
厳
の
あ
る
暮
ら
し

が
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

画
で
は
、
障
が
い
児
の
健
や
か

な
育
成
の
た
め
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

子
育
て
支
援
・

　
児
童
福
祉
の
充
実

母
子
保
健
支
援
事
業
で
は
、

産
科
医
等
確
保
支
援
事
業
に
よ

り
、
島
内
唯
一
の
産
婦
人
科
病

院
に
産
科
医
が
固
定
し
、
妊
婦

健
診
や
出
産
は
も
ち
ろ
ん
、
一

部
の
不
妊
治
療
も
行
え
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

発
達
に
特
性
を
持
つ
子
ど
も

と
そ
の
母
親
を
対
象
と
し
た
支

援
と
し
て
は
、
１
歳
６
か
月
児

と
３
歳
児
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
発
達
に
特

性
を
持
つ
子
ど
も
が
通
う
保
育

園
・
幼
稚
園
に
お
い
て
も
保
健

師
・
巡
回
支
援
専
門
員
の
派
遣

を
通
し
て
、
お
互
い
の
情
報
交

換
や
子
ど
も
へ
の
対
応
に
つ
い

て
助
言
を
行
う
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

待
機
児
童
の
解
消
に
あ
た
っ

い
ま
す
。
ト
マ
ト(

ミ
ニ
ト
マ

ト)
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

の
栽
培
を
２
年
間
学
び
、
南
部

地
区
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
で
実
践

す
る
こ
と
で
施
設
園
芸
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

畜
産
の
振
興
に
お
い
て
は
、

平
成
29
年
度
末
に
完
成
致
し
ま

す
徳
之
島
町
受
精
卵
セ
ン
タ
ー

の
稼
動
に
よ
り
、
畜
産
農
家
の

繁
殖
牛
に
優
良
血
統
受
精
卵
を

移
植
し
、
繁
殖
雌
牛
の
維
持
や

増
頭
へ
つ
な
げ
る
こ
と
で
畜
産

農
家
の
所
得
向
上
を
図
り
ま

す
。畜

産
基
盤
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
畜
産
基
盤
総
合
整
備
事
業

を
活
用
し
、
飼
料
畑
造
成
・
牛

舎
・
堆
肥
舎
等
を
一
体
化
で
整

備
す
る
こ
と
で
規
模
拡
大
を
図

り
大
規
模
農
家
を
育
成
し
ま

す
。土

層
改
良
や
畑
か
ん
施
設
整

備
の
基
盤
整
備
事
業
で
は
、
第

一
尾
母
２
期
地
区
の
事
業
申
請

を
行
い
ま
す
。

農
業
水
利
施
設
の
保
全
事
業

新
た
な
産
業
創
出
と

雇
用
の
確
保

平
成
28
年
度
に
整
備
し
た
み

ら
い
創
り
ラ
ボ
井
之
川
を
拠
点

と
し
た
産
官
学
の
共
創
に
よ
る

地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

お
り
、「
島
の
生
業
創
出
と
み

ら
い
創
り
人
財
育
成
計
画
」
に

基
づ
き
、
ウ
ェ
ブ
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
や
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
等
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
時
間
と
場

所
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
働

き
方
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

 

健
康
・
医
療
の
充
実

健
康
増
進
事
業
で
は
、
が
ん

検
査
ま
た
は
胃
が
ん
リ
ス
ク
検

査
受
診
費
用
の
助
成
開
始
に
加

え
、
新
た
に
乳
が
ん
検
診
に
お

い
て
若
年
層
に
達
し
た
住
民
を

対
象
に
、
乳
が
ん
検
診
の
受
診

費
用
の
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

健
診
の
結
果
を
踏
ま
え
、

個
々
の
生
活
習
慣
等
に
応
じ
た

継
続
的
な
保
健
指
導
に
重
点
を

置
き
、
重
症
化
予
防
に
努
め
ま

す
。
医
療
費
分
析
に
基
づ
き
、

重
複
し
て
受
診
し
て
い
る
被
保

険
者
等
に
対
し
、
適
切
な
受
診

指
導
を
行
い
、
医
療
費
適
正
化

を
目
指
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
る
国

民
健
康
保
険
制
度
の
改
革
に
つ

い
て
は
、
新
し
い
制
度
の
動
向

を
注
視
す
る
た
め
、
今
年
度
の

保
険
税
率
は
据
え
置
き
と
し
ま

す
。
ま
た
、
町
民
の
健
康
保
持

の
為
に
あ
ら
ゆ
る
事
業
を
通
し

て
医
療
費
適
正
化
に
取
組
み
ま

す
。食

育
・
地
産
地
消
推
進
に
つ

い
て
は
、
徳
之
島
町
食
育
推
進

計
画
を
基
に
住
民
の
意
識
を
高

め
、
食
生
活
の
改
善
や
地
産
地

消
推
進
等
を
目
的
に
、
食
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
食
育
講
演

会
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
食
育

心
の
通
い
合
う

健
康
と
福
祉
の

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
及
び
健
康
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
た
訪
問
形
式
の
保
健
指
導

を
実
施
し
ま
す
。
タ
イ
ム
リ
ー

な
支
援
を
訪
問
指
導
に
よ
り
行

う
こ
と
で
、
自
助
共
存
の
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

平
成
30
年
度
は
、
障
が
い
者

計
画
、
第
５
期
障
が
い
福
祉
計

画
、
第
１
期
障
が
い
児
福
祉
計

画
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
す
。

障
が
い
者
計
画
で
は
、
障
が

い
者
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
を
策
定
。
第
５
期
障
が
い

福
祉
計
画
で
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る

島
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
、

障
が
い
福
祉
施
策
の
推
進
に
努

め
、
第
１
期
障
が
い
児
福
祉
計

平成 30年度　徳之島町　施政方針

と
し
て
は
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
を
第
一
神
嶺
地
区

で
行
い
、
農
地
水
環
境
保
全
対

策
と
し
て
、
多
面
的
機
能
交
付

金
事
業
を
町
内
10
組
織
で
実
施

し
、
農
業
農
村
地
域
の
も
つ
多

面
的
機
能
の
維
持
を
図
る
と
同

時
に
、
農
地
や
農
業
施
設
の
保

全
向
上
、
集
落
を
支
え
る
体
制

の
強
化
に
も
つ
な
げ
ま
す
。

 

水
産
業
の
振
興

輸
送
コ
ス
ト
支
援
事
業
に
よ

る
流
通
時
の
条
件
不
利
性
の
解

消
に
努
め
て
お
り
、
実
証
事
業

に
よ
り
沖
縄
県
へ
の
輸
送
コ
ス

ト
支
援
も
行
い
、
生
産
者
の
所

得
向
上
に
努
め
ま
す
。

 

商
業
の
振
興

商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
て

は
、
商
工
会
の
育
成
や
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
発
行
に
よ
り
、

島
内
消
費
の
拡
大
や
消
費
者

の
購
買
意
欲
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
活
気
の
あ
る
島
ら

し
い
商
店
街
づ
く
り
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
、
地
元
商
店
街
や
町
全

体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

 

観
光
の
振
興

観
光
地
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
振
興
推
進
事
業
を
活

用
し
た
神
之
嶺
海
水
浴
場
の
整

備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
度
は
、
観
光
施
設
並
び
に

案
内
板
等
の
整
備
を
行
い
、
西

郷
腰
掛
け
松
等
の
貴
重
な
観
光

資
源
を
保
護
す
る
た
め
に
環
境

の
維
持
に
努
め
ま
す
。
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を
図
り
ま
す
。

郷
土
文
化
の
継
承
・
活
用

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、

各
種
文
化
財
の
指
定
等
や
指
定

文
化
財
の
保
護
管
理
及
び
調

査
・
研
究
を
実
施
し
、
郷
土
文

化
の
理
解
に
活
用
し
て
い
き
ま

す
。
指
定
文
化
財
等
へ
の
助
成

金
に
よ
る
活
動
支
援
や
青
年
団

活
動
を
は
じ
め
、
青
少
年
等
の

参
加
を
積
極
的
に
推
進
し
、
埋

も
れ
た
伝
統
芸
能
の
掘
起
こ
し

と
保
存
継
承
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
町
民
等
に
郷
土
の
文
化
や

文
化
財
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
郷
土
資
料

館
の
催
し
と
し
て
、
企
画
展
示

を
実
施
致
し
ま
す
。

の
提
供
と
相
談
支
援
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
就
学
前
か
ら
家
庭

教
育
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま

す
。青

少
年
健
全
育
成
の
推
進

青
少
年
健
全
育
成
の
推
進
で

は
、
徳
之
島
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
に
お
い
て
、
平
成
30
年

度
は
あ
い
さ
つ
運
動
を
は
じ
め

と
す
る
５
項
目
を
青
少
年
育
成

施
策
に
決
定
し
ま
し
た
。

芸
術
文
化
活
動
の
振
興
で

は
、
子
ど
も
芸
術
鑑
賞
事
業
と

し
て
小
学
４
年
生
以
上
を
対
象

に
劇
団
四
季
の
鑑
賞
、
中
学
生

に
は
団
体
等
の
音
楽
劇
鑑
賞
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
芸
術
を
愛

す
る
心
を
育
て
豊
か
な
情
操
を

養
い
ま
す
。

生
涯
学
習
・
生
涯

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

生
涯
を
通
じ
た
学
習
機
会
の

充
実
に
あ
た
っ
て
は
、「
循
環

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
必
修

化
方
針
を
受
け
、
町
内
の
小
学

校
で
の
取
組
み
が
円
滑
に
進
む

よ
う
指
導
体
制
の
整
備
を
行

い
、
新
た
に
北
部
活
性
化
と
教

育
振
興
の
た
め
手
々
小
中
学
校

へ
の
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

平
成
30
年
度
の
新
規
事
業
と

し
ま
し
て
は
、
亀
津
中
学
校
の

プ
ー
ル
建
設
を
行
い
学
習
環
境

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

小
規
模
校
の
活
性
化
に
向
け

て
は
、
手
々
地
区
ふ
る
さ
と
留

学
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
留
学

生
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
新
た

な
修
学
環
境
の
整
備
及
び
地
域

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

家
庭
教
育
の
充
実

地
域
ぐ
る
み
の
家
庭
教
育
支

援
事
業
で
は
、
学
力
向
上
や
生

徒
指
導
の
充
実
及
び
家
庭
教
育

力
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
組
み

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
幼
児

の
保
護
者
に
対
し
て
学
習
機
会

自
然
環
境
・
生
態
系
の

　
保
護
・
保
全

本
年
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
徳
之
島
の
世
界
自
然
遺
産
登

録
の
可
否
を
判
断
す
る
第
42
回

世
界
遺
産
委
員
会
で
は
、
県
と

の
共
同
事
業
に
よ
る
現
地
か
ら

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

（
公
開
中
継
）
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
世
界
自
然
遺
産

登
録
の
暁
に
は
記
念
式
典
を
開

催
し
、
講
演
会
や
祝
賀
会
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

防
犯
体
制
の
充
実

消
費
者
被
害
防
止
の
対
策
と

し
て
、
鹿
児
島
県
消
費
者
行
政

活
性
化
補
助
金
を
活
用
し
、
啓

発
用
資
料
の
全
戸
配
布
や
弁
護

士
相
談
会
の
開
催
に
よ
り
、
消

費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
図
り

ま
す
。
消
費
者
の
安
全
と
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、
将
来
に
わ

た
り
町
民
へ
の
支
援
を
継
続
し

て
行
い
、
消
費
者
行
政
の
機
能

を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
・
交
通
網
の

　
整
備
・
充
実

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
資
本
整

備
交
付
金
事
業
を
活
用
し
た
亀

津
19
号
線
を
中
央
通
り
ま
で
整

備
す
る
た
め
の
建
物
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
橋
梁
整
備
工
事
で

は
、
新
里
橋
の
補
修
工
事
が
完

了
。
平
成
30
年
度
の
道
路
及
び

交
通
網
の
整
備
で
は
、
火
葬
場

ま
で
の
道
を
整
備
す
る
た
め
の

調
査
及
び
橋
梁
点
検
結
果
に
基

づ
き
、
老
朽
化
し
た
橋
の
補
修

工
事
を
行
い
、
安
全
性
の
確
保

上
下
水
道
の
整
備

生
活
の
基
盤
で
あ
る
安
定
し

た
水
道
配
給
の
た
め
浄
水
場
整

備
が
３
地
区
、
配
水
管
・
導
水

管
の
整
備
を
３
地
区
で
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
で
は
、
地
方
創

生
汚
水
処
理
施
設
整
備
推
進
交

付
金
事
業
を
活
用
し
、
し
尿
及

び
浄
化
槽
汚
泥
を
徳
之
島
町
浄

化
セ
ン
タ
ー
に
受
け
入
れ
、
維

持
管
理
コ
ス
ト
や
改
築
・
更
新

コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
り
、
下
水

道
及
び
浄
化
槽
整
備
に
よ
る
安

全
・
安
心
・
快
適
で
住
み
よ
い

住
環
境
づ
く
り
や
環
境
美
化
に

取
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

２
０
２
０
年
度
の
小
学
校
で

型
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」「
知

の
循
環
型
社
会
の
構
築
」
を
目

指
し
、
地
域
住
民
の
高
度
化
・

多
様
化
す
る
学
習
需
要
に
対
応

し
て
い
く
た
め
指
導
者
等
の
人

材
教
育
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
環
境
整
備
で
は
、

図
書
館
に
読
書
通
帳
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
図
書
館
利
用
者
の

増
加
を
図
り
ま
す
。

公
民
館
講
座
で
は
、
年
間
40

講
座
の
開
講
を
計
画
し
て
お

り
、
公
民
館
講
座
受
講
終
了
後

に
は
、
成
果
発
表
の
場
と
し
て

生
涯
学
習
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、

一
年
間
の
学
習
成
果
を
披
露
し

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
に
あ

た
っ
て
は
、
屋
内
運
動
場
に
お

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

と
合
宿
の
受
入
強
化
に
つ
な

げ
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
交
流
人

口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
等
の
建

設
を
行
い
、
町
民
の
健
康
増
進

と
合
宿
時
の
拠
点
施
設
と
し
て

更
な
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

誰
も
が
快
適
に
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
、
人
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り

思
い
や
り
と
文
化
を
育
む

人
間
性
豊
か
な

ひ
と
づ
く
り

豊
か
な
自
然
と

安
全
安
心
な
生
活
が
調
和

す
る
環
境
社
会
づ
く
り

平成 30年度　徳之島町　施政方針

を
図
り
ま
す
。

住
環
境
の
充
実

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

を
活
用
し
た
公
営
住
宅
整
備
事

業
で
、
花
徳
２
団
地
新
規
建
設

事
業
を
実
施
し
、
地
域
の
活
性

化
・
定
住
促
進
に
向
け
た
安
全
・

快
適
に
生
活
で
き
る
住
宅
の
実

現
及
び
住
環
境
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

ス
ト
ッ
ク
改
善
事
業
で
は
、

尾
母
３
団
地
の
外
壁
改
修
・
屋

上
防
水
工
事
を
実
施
し
建
物
の

老
朽
化
・
劣
化
を
防
ぐ
こ
と
に

よ
り
住
宅
の
長
寿
命
化
、
質
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

公
園
緑
地
の
整
備

徳
之
島
町
総
合
運
動
公
園
に

つ
い
て
、
長
寿
命
化
対
策
支
援

事
業
に
よ
り
施
設
の
長
寿
命
化

対
策
や
改
修
工
事
等
を
行
い
、

安
全
・
安
心
な
公
園
の
再
整
備

を
図
り
ま
す
。
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地
方
自
治
・
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
の
推
進

移
住
・
定
住
の
促
進
に
あ

た
っ
て
は
、
移
住
・
定
住
の
受

け
皿
と
な
る
住
環
境
の
充
実
を

図
る
べ
く
、
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
増
加
す
る

空
き
家
の
有
効
活
用
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
移
住

フ
ェ
ア
で
の
情
報
発
信
や
町
内

の
空
き
家
の
利
用
な
ど
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
女
性
職
員
の

活
躍
を
推
進
す
る
た
め
特
定
事

業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
、
女

性
職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を

整
え
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
取

本年は、昭和３３年４月１日に亀津町と東天城村が合併し、徳之島町制がスタートして６０年と

いう記念すべき年です。この記念すべき年を、島で暮らす私たちや本土で活躍されている方々など、

本町に関わる全ての人で慶祝するとともに、先人たちが築いてきた実績を見つめ直し、愛着と夢を

共有し、協働しながら徳之島町の未来を切り拓く契機とするため、様々な事業を計画しています。

企画課 企画開発係　☎ 0997-82-1111（内線 221）

（徳之島町制施行６０周年記念事業実行委員会事務局）

今年は徳之島町制がスタートして 60 年

町制施行 60 周年記念事業を行います

予定会場

畦プリンスビーチ

体育センター

Ａコープ

生涯学習センター

徳之島町文化会館

総合運動公園

徳之島町文化会館

生涯学習センター

町内一円

徳之島町文化会館

亀津児童公園

総合運動公園

徳之島町文化会館

体育センター

徳之島町文化会館

亀津新漁港

体育センター

花徳～亀津（県道）

生涯学習センター

事業名

黒糖まつり

第４４回 地域女性連大運動会　

第６１回 奄美群島市町村議会議員大会

徳之島町合同金婚式及びダイヤモンド婚式

ＮＨＫ ( ラジオ ) 公開収録 「民謡をたずねて」

南三島グラウンドゴルフ大会　

町制施行 60 周年記念 徳之島子ども文化祭

島口・島唄の祭典２０１８

どんどん祭り　

徳之島民謡大会（徳之島町大会）

ゆめ・ときめき徳之島町ねんりんスポーツ大会

第５９回徳之島町民体育祭

徳之島町制施行 60 周年記念式典

徳之島町制施行 60 周年記念祝賀会　

徳之島町文化祭

第６回食と農林漁業の祭典　

徳之島町福祉スポーツ大会

第６回徳之島町地区対抗駅伝競走大会　

町制施行 60 周年記念クリスマスフェスタ

日にち

５月　５日（土）

５月１３日（日）

５月１６日（水）

５月２５日（金）

６月　２日（土）

６月２３日（土）

６月（予定）

６月２４日（日）

８月 4・5 日（土・日）

８月２６日（日）

９月１５日（土）

１０月　７日（日）

１０月２０日（土）

１０月２０日（土）

１１月　３日（土）

１１月１１日（日）

１１月１６日（金）

１１月１８日（日）

１２月　９日（日）

問

※この他にも、「東天城祭り（仮）：夏季～秋季」、「町民参加４つの祭典（仮）：年内」等様々な行

事を計画しています。今後、広報紙等で随時お知らせします。

《今後の主な行事予定》

平
成
30
年
は
昭
和
33
年
４
月

に
亀
津
町
と
東
天
城
村
が
合
併

し
、
徳
之
島
町
が
誕
生
し
て
か

ら
60
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
60
年
間
、
先

人
諸
先
輩
方
や
町
民
の
皆
様
の

ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
厳
し

い
社
会
情
勢
の
中
で
町
政
は
順

調
に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
日
に
至
る
徳
之
島
町
を

共
に
築
き
上
げ
ま
し
た
皆
様
方

の
ご
尽
力
に
感
謝
を
申
し
上

げ
、
今
後
も
人
々
が
賑
わ
い
夢

を
叶
え
る
明
る
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
町
制
施
行
60
周
年
を

記
念
し
た
事
業
を
展
開
し
な
が

ら
、
更
な
る
町
勢
の
発
展
に
向

け
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
夏
の
世
界
自
然

遺
産
の
審
査
に
よ
っ
て
、
こ
の

徳
之
島
は
世
界
中
か
ら
注
目
さ

れ
る
瞬
間
を
迎
え
ま
す
。
私

た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
徳
之
島

を
、
人
類
共
通
の
か
け
が
え
の

な
い
財
産
と
し
て
後
世
に
伝
え

む
す
び
に

る
べ
く
、
豊
か
な
自
然
環
境
の

保
全
と
活
用
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
町
政
に
全
力

で
取
組
み
、
学
び
、
暮
ら
し
、

働
き
、集
う
全
て
の
人
が
自
助
・

共
助
・
公
助
・
近
助
の
中
で
、

個
性
と
創
造
力
を
発
揮
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
議

会
の
皆
様
、
町
民
の
皆
様
の
ご

指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
平

成
30
年
度
の
施
政
方
針
と
致
し

ま
す
。

み
ん
な
が
主
役
、

協
働
で
展
開
す
る

結
い
の
ま
ち
づ
く
り

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
鹿
児
島
県
か
ら
任
命

さ
れ
た
男
女
共
同
参
画
推
進
員

と
も
連
携
し
、
平
成
30
年
度
も

引
き
続
き
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

行
財
政
運
営
の
効
率
化

自
主
財
源
の
確
保
に
お
い
て

は
、申
告
納
税
の
促
進
に
努
め
、

各
種
町
税
の
公
平
公
正
な
賦
課

に
努
め
ま
す
。徴
収
業
務
で
は
、

自
主
財
源
の
確
保
と
税
負
担
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
滞
納
処
分

を
推
進
し
、
納
期
内
に
納
付
で

き
る
よ
う
更
な
る
利
便
性
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
思
い
や
り
基
金
推

進
事
業
で
は
、
本
町
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
活
用
方
法
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
寄
附
の

使
い
方
に
賛
同
し
て
い
た
だ

き
、
新
た
に
徳
之
島
町
を
想
っ

て
下
さ
る
方
を
増
や
す
取
組
み

を
行
い
ま
す
。

昭和 30年頃の亀津のまち

昭和 30年頃の母間集落



– 12 –2018 年 4 月号広報とくのしま2018 年 4月号広報とくのしま– 13 –

町からのお知らせ 町からのお知らせ

税務課 　☎ 0997-82-1111（内線 143）

税制改正により軽自動車税が変更になりました

軽自動車税の申告・税額について
問

身体に障がいがある方が所有する（１８歳未満の場合、知的障がい者又は精神障がい者にあって

は生計を一にする方が所有する）軽自動車等で、もっぱら当該身体障がい者等のために使用する場

合は、地方税法及び町税条例の規定により軽自動車税減免の適用が受けられる場合がありますので、

納期限の７日前（平成３０年５月２４日）までに申告してください。

※普通自動車税を減免申請している方は軽自動車税の減免はできません。

※期限を過ぎての申請はできません。　※台数は一台に限ります。

■申請に必要なもの
・減免申請書（税務課にあります）　　・納税通知書（納付書：5 月上旬発送予定）
・運転免許証　・身体障がい者手帳　・車検証（車検切れの場合は申請できません）　・印鑑

税務課 　☎ 0997-82-1111（内線 143）　花徳支所　☎ 0997-84-0048

身体障害者等に対する減免

軽自動車税の減免申請について
問

収納対策課 　☎ 0997-82-1111（内線 172,173）

便利な口座振替をご利用ください

町税の口座振替について
問

軽自動車税は、毎年 4 月 1 日現在に原動機付自転車、軽自動車、2 輪の小型自動車、小型特殊自
動車を所有する方に対して課税される税金です。なお、4 月 2 日以降に廃車などをした場合でも、
普通自動車税と異なり、月別課税制度がありませんので、その年度分の税金は全額納めることとな
ります。
●申告や届出：軽自動車等を取得・譲渡・廃車及び住所・名義が変更した時は届出が必要です。

申告区分

種　類 申 告 場 所
125cc までのバイクと小型特殊自動車 徳之島町役場税務課及び花徳支所

125cc を超えるバイク 各自動車整備工場等
軽自動車（660cc まで） 各自動車整備工場等

※手続きをしていない場合、車を所有していなくても軽自動車税が課税されることがあります。
ご注意ください。
●軽自動車税の税額：国の税制改正において、平成 28 年度から税額が変更されました。

①原動機付自転車・１２５ｃｃ以上のバイクなどの車両
車　種　区　分 旧税率 現況

原
付

50 ｃｃ以下 1,000 円 2,000 円
50 ｃｃ超 90 ｃｃ以下 1,200 円 2,000 円

90 ｃｃ超 125 ｃｃ以下 1,600 円 2,400 円
ミ ニ カ ー 2,500 円 3,700 円

軽二輪（125 ｃｃ超 250 ｃｃ以下） 2,400 円 3,600 円
小 型 二 輪（250 ｃｃ超） 4,000 円 6,000 円

小型
特殊

農 耕 作 業 用 1,600 円 2,400 円
そ　の　他 4,700 円 5,900 円

②軽四輪などの車両（※平成 27 年 4 月 1 日以後に新規取得された分の税額となります。）
車　種　区　分 旧 税 率 現　況

三　輪 3,100 円 3,900 円

四輪以上
乗　用 自 家 用 7,200 円 10,800 円

営 業 用 5,500 円 6,900 円

貨　物 自 家 用 4,000 円 5,000 円
営 業 用 3,000 円 3,800 円

また、軽自動車のグリーン化を進める観点から、最初の新規検査をしてから 13 年を経過した軽
四輪車等について標準税率の概ね 20％の重課となります。平成 30 年度の重課税対象車は、平成
17 年 3 月までの年式の車になります。車検証の初度検査年月日をご確認ください。

車　種　区　分 重課税率
三　輪 4,600 円

四 輪 以 上
乗　用 自 家 用 12,900 円

営 業 用 8,200 円

貨　物 自 家 用 6,000 円
営 業 用 4,500 円

徳之島町では各種税金・使用料の口座振替をお勧めしております。これは指定した金融機関があ

なたに代わって預貯金口座から振替えて、町に納付する制度です。一般的に手続きは一度で、翌年

度以降は自動的に更新されますので、納期のたびに金融機関などへ行く手間が省けて大変便利です。

■必要な物
・口座振替依頼書（収納対策課または各金融機関にあります。）　・預貯金の通帳　・届出印

■取り扱い金融機関
・鹿児島銀行　・奄美大島信用金庫　・奄美信用組合
・九州労働金庫　・あまみ農業協同組合　・ゆうちょ銀行
徳之島島外の方で、口座振替を申請される方は口座振替依頼書を郵送いたしますので、収納対策

課までご連絡下さい。（但し上記金融機関のみ御利用可能です。）

■振替日
・町税（町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税）
 納付月の２５日（ゆうちょ銀行）
 納付月の２８日（ゆうちょ銀行以外の金融機関）

振替日が、土・日・祝日の場合は翌営業日が振替日となります。

残高不足等による口座振替ができなかった場合、再引落し出来ません。その場合は督促状が発送

されますので、引落し前日までに残高の確認をお願いします。

口座振替の手続きには、納期限のおおむね２カ月前までにお願いします。

（※申込み時期によっては、次回納付分からの振替となる場合があります。）
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町からのお知らせ 町からのお知らせ

○不法投棄は法律で禁止されています。
決められた処分方法や場所、分別方法以外でゴミを

捨てることを「不法投棄」といい、法律で「５年以下
の懲役もしくは１千万円以下の罰金、またはその両方」
が科せられます。さらに会社の場合は、「３億円以下
の罰金」という厳しい罰則の対象となります。

○減らない不法投棄
町内では、不法投棄防止に向けたパトロールや看板

設置等を実施しておりますが、依然として不法に投棄

されるゴミは減らない状況です。不法投棄は景観を

悪化させるだけでなく、動植物の生育環境を脅かし

ます。ゴミから出る有害物質は、土壌や水源を汚染し

悪臭を発生させ、私たちの暮らしにも影響を及ぼしま

す。　

○不法投棄を見つけたら
不法投棄の可能性がある場所を見つけたら、時間と

場所、投棄物の内容、行為者の特徴や車両等に注意し

て、役場住民生活課までご連絡ください。

これ以上不法投棄を増やさないためにも町民の皆様

のご協力をよろしくお願いします。

健康増進課 国民健康保険係　☎ 0997-82-1111（内線 135,136）

国民健康保険 学生用被保険者証の申請

マル学被保険者証の切り替えについて
問

休館日や団体見学申請等

郷土資料館からのお知らせとお願い

問

住民生活課  生活環境係　☎ 0997-82-1111（内線 121）

見つけた際は役場へ連絡を

不法投棄根絶にご協力ください
問

農林水産課 　☎ 0997-82-1111（内線 244）

周囲の「声かけ」から始めよう

平成 30 年春の農作業事故ゼロ運動
問

農作業事故は、農繁期の４月から６月に増加し、死亡事故も多く発生します。

家族や地域で声をかけ合って、ゆとりをもった農作業を心がけましょう。

○重点啓発事項
　農作業に行く前には，どこで（場所）、どのくらい（時間）作業するのか伝えよう。

○啓発事項
　⑴ トラクターの安全フレームの装着、シートベルト・ヘルメットの着用忘れをなくそう。

　⑵ 路肩まで草刈りを行い、路面との境界を把握できるようにしよう。

　⑶ 農作業に行く際は、携帯電話を持ち歩くように心がけよう。

　⑷ 熱中症に気をつけよう。　⑸ 労災保険に加入しよう。

徳和瀬宝橋下に不法に投棄された弁当殻などのゴミ

最近不法投棄が多い亀津丹向川

平成 30 年（2018 年）４月～６月の休館予定日

４月 ２日 ( 月 )、９日 ( 月 )、16 日 ( 月 )、23 日 ( 月 )

５月 ７日 ( 月 )、14 日 ( 月 )、21 日 ( 月 )、28 日 ( 月 )

６月 ４日 ( 月 )、11 日 ( 月 )、18 日 ( 月 )、25 日 ( 月 )

～郷土資料館からのお願いです～
○生涯学習センター内（郷土資料館及び図書館等を含む）は学習（勉強）する場所です。大き

な音を立てての階段の上り下りや、大きな声での会話、その他利用者の迷惑となる行為につ

いては固く禁じています。ご協力をお願いします。

○郷土資料館展示室内での飲食はご遠慮下さい。

○団体見学については、事前に申請が必要になります。

○資料の受け入れについては、事前の相談が必要になります。

○埋蔵文化財と思われるものを発見した際には、現状を変更することなくご連絡下さい。

○開館時間
　午前 9 時～午後 5 時
　（入館は午後 4 時 30 分まで）
　※入館料は無料です。

町外の学校で修学する為に家族と離れて暮らしている

方の「学生用被保険者証」が、３月末の有効期限となっ

ております。次年度発行分 ( ４月１日～７月末期限 ) に

つきましては、従来通り申請交付となりますので、下記

書類等をご持参のうえ本庁又は花徳支所窓口で申請して

下さい。又、８月以降の被保険者証については今回申請

された方に限り、全世帯一斉更新 ( ７月中旬予定 ) の際

に送らせていただきます。なお、すでに卒業されている

場合は、国民健康保険係への届出が必要となりますので、ご注意ください。

■持参するもの　①「在学証明書」　②住所の変更がある場合は「住民票のコピー」　③印鑑
〇「申告」はお済ですか？
国民健康保険税納税義務者（世帯主）及びその世帯に属する家族は、前年中（平成 29 年１月～

12 月）の収入の有無に関わらず必ず申告が必要です。申告（世帯全員）がされていない場合は、保
険税の軽減や入院時の医療費及び食事代の負担額の減額が受けられません。早目の申告をお願いし
ます。又、平成 30 年１月２日以降に徳之島町に転入された方の場合は、前年の所得金額が不明の
ため、前住所地に所得照会をして、後日所得金額が判明すれば保険税が変更されることがあります。

徳之島町郷土資料館（社会教育課文化財担当）　☎ 0997-82-2908

町生涯学習センター３階の郷土資料館から、開館時間等についてのお知らせと、館の利用等につ

いてのお願いです。
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町からのお知らせ
遺
言
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

名
瀬
公
証
人
役
場
の
公
証
人

に
よ
る
遺
言
の
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。「
遺
言
公
正
証
書
」

を
作
成
し
、
大
切
な
人
に
遺
産

を
譲
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
予
約
も
不
要
で

す
。

●
開
催
日
＝
５
月
12
日
（
土
）

●
時
間
＝
午
後
１
時
～
５
時

●
場
所
＝
徳
之
島
町
文
化
会
館 

 

　

リ
ハ
ー
サ
ル
室

公
正
証
書
遺
言
に
は
次
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

○
遺
産
争
い
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
遺
言
者
名
義
の
不
動
産
の
所

有
権
移
転
登
記
や
遺
言
者
の

預
貯
金
の
払
戻
し
が
容
易
に

な
り
ま
す
。

○
証
人
２
人
立
会
い
の
も
と
、

公
証
人
が
作
成
し
す
る
の
で

安
心
・
確
実
で
す
。

○
遺
言
書
の
原
本
は
公
証
人

役
場
で
長
期
間
保
管
さ
れ
ま

す
。

ご
自
宅
な
ど
で
公
正
証
書
遺

言
を
有
料
で
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
相
談
会
前
に
ご
相

談
・
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
名
瀬
公
証

人
役
場　

☎
０
９
９
７
―
５
２

―
２
６
６
１

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
春

休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
参
加

者
募
集

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少

年
研
修
協
会
で
は
、
９
コ
ー
ス

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い

の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際

性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
ま
す
。
お
ひ
と
り
で
参
加
す

る
方
が
７
割
以
上
、
初
め
て
海

外
へ
行
か
れ
る
方
が
多
く
、
全

国
か
ら
参
加
す
る
お
友
達
と
の

出
会
い
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で

す
。
仲
間
づ
く
り
の
指
導
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も

安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

● 

内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校

体
験
・
英
語
研
修
・
地
域
見

学
・
野
外
活
動 

等

※
コ
ー
ス
に
よ
り
体
験
内
容
を

お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

●
研
修
国

 

ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ

イ
パ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

フ
ィ
ジ
ー
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

●
日
程

 

平
成
30
年
７
月
26
日
（
木
）

～
８
月
16
日
（
木
）
の
内
８

～
18
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す

●
対
象

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

ま
で

※
コ
ー
ス
に
よ
り
対
象
学
年
が

異
な
り
ま
す

●
説
明
会

全
国
11
都
市
、
５
月
実
施　

※
参
加
費
無
料
・
予
約
不
要

●
参
加
費

２
４
・
８
万
円
～
５
９
万
円

●
締
切

５
月
22
日
（
火
）

お
よ
び
６
月
８
日
（
金
）

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す　
　

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請

求
＝
公
益
財
団
法
人 

国
際
青

少
年
研
修
協
会　

☎
０
３
―

６
４
１
７
―
９
７
２
１

子宮がん・乳がん検診を７月に、若年（30 歳代）の乳がん検診を 10 月に予定しています。

40 歳代の方には、４月に受診希望調査票が届きます。7 月・10 月どちらで受けるかの確認ですので、

必ず返信をお願いします。

保健センター　☎ 0997-83-3121

婦人科健診が新しくスタート

子宮がん・乳がん検診を受けませんか
問

対象：子宮がん　 ２０歳以上の女性

　　 　乳がん　　４０歳以上の女性

日程：７／４（水）～７／９（月）

場所：調整中です

　※県民総合保健センターによる検診で、

　　天城町・伊仙町でも受診ができます。

申込み：保健センター窓口又は電話でお

　　　　申し込みを受け付けています。

対象：30 ～ 39 歳の女性及び 40 歳代で

　　　７月の乳がん検診を受けていない方

日程：10/2( 火 )・10/3( 水 ) の予定

　※日程が変更となることがあります。

場所：徳之島町保健センター

相良病院による乳がん検診のみ

申込み：対象の方には８月頃に案内を郵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　送します。申し込み受付開始は　　　　　

　　　　広報等にてお知らせいたします。

※若年（30 歳代）の乳がん検診は完全予約制の為、人数に限りがあります。申し込み多数の場合

受けられない可能性もあるため、40 歳代の方は出来るだけ、７月の受診をお願いします。

７月：子宮がん・乳がん検診 10 月：若年 (30 歳代 ) 乳がん検診

広報とくのしまやニュース等で報道されているように、徳之島は世界自然遺

産推薦地として、平成 29 年 10 月に世界遺産登録の審査の一環である国際自然保護連合によ

る現地視察を終え、その登録に向け世界遺産条約に基づく審査が行われています。

国内最大級の亜熱帯照葉樹林や国の特別天然記念物アマミノクロウサギをはじめとする多く

の絶滅危惧種が生息するなど、貴重な自然環境を有する地域であることが推薦の理由として

あげられています。

その正式な推薦地域としては、「奄美大島、徳之島、沖縄島北部

及び西表島」となっており、２つの県をまたぐ４つの地域が一体と

なって推薦されています。順調に進みますと、本年５月頃には現地

調査等の結果 ( 評価報告書 ) が提出され、６月２４日から中東バー

レーンにて開催される第４２回世界遺産委員会において、世界自然

遺産登録への可否が審議されます。

次号では、多くの絶滅危惧種を脅かす外来生物についてお伝えします。

世界自然遺産へ！そのままお乗りいただくと大変危険です。
一刻も早い改修をお願いします。

国土交通省
タカタ専用ダイヤル 03-5539-0452
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平
成
30
年
度
労
働
保
険
年
度
更

新
手
続
き
に
つ
い
て

６
月
１
日
（
金
）
か
ら
７
月

10
日
（
火
）
ま
で
は
労
働
保
険

料
の
「
年
度
更
新
」
申
告
・
納

付
期
間
で
す
。
６
月
は
じ
め
に

送
付
さ
れ
ま
す
労
働
保
険
料
申

告
書
・
納
付
書
に
よ
り
、
期
間

中
に
申
告
・
納
付
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
労

働
局　

労
働
保
険
徴
収
室　

適

用
係　

☎
０
９
９
―
２
２
３

―
８
２
７
６

○
妊
娠
中
の
心
と
身
体
の
付
き
合
い
方

　

妊
娠
の
経
過
と
過
ご
し
方

○
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
と
食
事

　

 

妊
娠
中
・
産
後
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
食
に
つ
い
て

○
沐
浴
体
験

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
４
月
16
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
健
康
手
帳
を

　
　
　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
検
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
4
月
19
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

お
待
ち

 

し
て
ま
す
！

徳之島町保健センター　電話 :0997-83-3121

町立幼稚園年長さん、むし歯ゼロ達成！
　

町
立
幼
稚
園
で
の
歯
科
健
診

で
、
31
名
の
年
長
さ
ん
た
ち
が

む
し
歯
０(

ゼ
ロ)

を
達
成
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も「
８
０
２
０
」

を
目
指
し
て
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
！

●「8020（ハチ・マル・二イ・マル）運動」とは●
　「80 歳になっても自分の歯を 20 本以上保とう」という運動です。

　「8020」の「80」は、男女を合わせた平均寿命、つまり「生涯」を意味します。一方「20」

は「自分の歯で食べられる」ために必要な歯の数を意味します。今までに行われた歯の本

数と食品を噛む（咀嚼）能力に関する調査によれば、だいたい 20 本以上の歯が残っていれ

ば、硬い食品でもほぼ満足に噛めることが科学的に明らかになっています。

４
月
か
ら
は
ピ
カ
ピ
カ
の

一
年
生
、
歯
も
ピ
カ
ピ
カ
！

む
し
歯
０

お
め
で
と
う
！

亀 徳 幼 稚 園

亀 津 幼 稚 園 う め 組 亀 津 幼 稚 園 ま つ 組

　徳之島地区消防組合における救急件数は依然

として年々増加し続け、平成 29 年中の救急出

動件数は 1,813 件、平成 30 年１月から 2 月 20

日現在 277 件となっており、今後さらに増え

続けると予想されます。

　徳之島地区消防組合では、１１９番通報で救

急車の要請を受けると、対応可能な最も近くの

救急車を出動させます。救急要請が増加すると

近くの救急車が出動中となり、遠くから救急車

が出動することとなり、到着までに時間が必要

となります。利用者の中には、

　①軽い病気やけが　②二日酔いで頭が痛い　

　③入院のための医療機関までの利用

　④救急車で行くとすぐに診てもらえる

といった、緊急性の低い救急要請も見受けられ

ます。救急車を呼ぶ前に、本当に救急車で病
院に行かなければいけないのか、もう一度
考えてみてください。

ひとりひとりの大切な命を救うために、救急車の適正な利用をお願いします。
救急車の適正利用について

徳之島地区消防組合
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②
２
０
１
８
年
夏
の
世
界
自
然

遺
産
登
録
を
目
指
す
徳
之
島
に

お
け
る
外
国
人
向
け
通
訳
ガ
イ

ド
団
体
を
立
ち
上
げ
た
。
現
在
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
進
め
て
い
る
。

徳
之
島
の
中
で
も
過
疎
化
が

進
む
北
部
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
た
観
光
マ
ッ
プ
を
作
成
。　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
連
動
し
た

仕
組
み
で
マ
ッ
プ
情
報
も
修
正

し
や
す
く
工
夫
。

③

①

２
月
25
日
、「
徳
之
島
み
ら
い
創
り
対

話
会
」
の
成
果
発
表
会
が
、
み
ら
い
創

り
ラ
ボ
井
之
川
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

み
ら
い
創
り
対
話
会
は
、
徳
之
島
町

と
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
が
協
定
を
結
び
、

「
共
創
型
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
」

を
用
い
て
実
施
。
住
民
・
企
業
・
大
学

生
な
ど
様
々
な
人
が
対
話
す
る
中
で
、

徳
之
島
で
取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ
に
気

づ
き
、
仲
間
づ
く
り
を
し
な
が
ら
昨
年

７
月
か
ら
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
が

対
話
会
に
ご
参
加
し
、
様
々
な
想
い
を

語
り
合
い
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が

誕
生
。
観
光
・
デ
ザ
イ
ン
・
特
産
品
・

環
境
・
学
び
・
子
育
て
に
関
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
創
り
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
の
具
体
化
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

今
回
の
成
果
発
表
会
で
は
10
の
テ
ー

マ
が
発
表
さ
れ
、
発
表
者
は
そ
れ
ぞ
れ

が
思
い
描
く
徳
之
島
の
み
ら
い
創
り
を

熱
弁
。
共
感
す
る
仲
間
の
募
集
や
資
金

調
達
へ
の
協
力
等
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
徳
之
島
町
は
今
後
も
、
住
民
・
企

自分の率直な気持ちに気付く。み
らいを思い描き、みんなと対話す
る。気付きをみんなと共有する。

①人脈形成（７月～）

テーマ毎に共感した人と対話する。
具体化活動に向けた仲間を探す。

具体化計画を立案。テーマごとに
具体化活動を実施。

活動発表会実施。活動をみんなに
伝える。

②テーマの特定（10月～）③テーマの具体化（11月～）④普及・定着

い
き
た
く
な
る
北
部

わ
く
わ
く
マ
ッ
プ
を
作
ろ
う

結
（
結
い
）
ラ
ン
ダ
ー
徳
之
島

体
験
を
伝
え
て
来
島
者
を
増
や
す

ダ
イ
ビ
ン
グ
や
農
業
体
験
等
、

島
外
大
学
生
の
体
験
記
を
作
成

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
発

信
。（
子
育
て
世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
富
裕
層

を
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
）

業
・
大
学
生
に
よ
る
共
創
の
輪
を
広
げ
、

徳
之
島
の
課
題
解
決
・
魅
力
発
揮
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
生
み
出
し
、「
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
島
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　徳之島町は、2016 年 12 月 3 日に富士ゼロックス株式会社及
び富士ゼロックス鹿児島株式会社と地域創生連携協定を締結。
　①「徳之島の課題を解決する」
　②「徳之島町のみらいを創る人材を確保し、育成する」
　③「徳之島町の魅力を対話会を通じて具現化する」
　④「徳之島町の地方創生プロジェクトを全国発信する」
の４つの取り組みからなる「徳之島みらい創りプロジェクト」
を推進しています。

徳之島みらい創り対話会で出された 10のテーマ

対
話
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動

徳之島町 ×
Tokunoshima Town

徳之島みらい創り対話会
【特集】

～住民・企業・大学生、みんなで創る島のみらい。～

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
島
を
目
指
し
て
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⑦

⑧

⑨

⑩
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
が
テ
ー
マ

発
案
者
。
高
校
卒
業
等
を
機
に

「
島
立
ち
」
す
る
子
ど
も
達
を
支

え
る
も
の
と
し
て
、
親
子
で
の

共
同
体
験
を
重
要
視
し
、
そ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
。
ま

た
子
ど
も
達
の
学
び
・
ふ
れ
あ

い
の
場
、
コ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
開
設
を
進
め
て
い
る
。

小
学
４
年
生
が
テ
ー
マ
発
案

者
と
な
り
、
社
会
人
と
と
も
に

ゴ
ミ
探
し
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
実
施
し
た
。

活
動
発
表
会
に
お
い
て
は
、

寸
劇
の
手
法
に
よ
り
、
徳
之
島

に
お
け
る
ゴ
ミ
ポ
イ
捨
て
の
現

状
を
訴
え
た
。

徳
之
島
出
身
の
大
学
生
が

テ
ー
マ
発
案
者
。
徳
之
島
産
の

マ
ン
ゴ
ー
ジ
ュ
ー
ス
の
販
売
促

進
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
鹿
児
島
市
内
の
バ
ー
で
テ

ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
。

島
の
活
性
化
に
参
画
す
る
島
外

の
関
係
人
口
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
。

⑥

④
徳
之
島
の
伝
統
的
行
事
「
も
ち

た
ぼ
れ
」
を
「
徳
之
島
版
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
」
と
位
置
付
け
、
島
民

と
観
光
客
と
の
交
流
コ
ン
テ
ン

ツ
化
を
図
る
。
徳
之
島
出
身
の

鹿
児
島
大
学
生
が
テ
ー
マ
発
案

者
と
な
り
、

鹿
児
島
大
学

に
お
い
て
プ

レ
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
。

　富士ゼロックスの「共創型コミュニケーション技術」を用いた対話を通じて、住民、企業、
大学生が徳之島で取り組みたいテーマ（夢・やりたいこと）に気づき、自分ごととして
考え行動し、徳之島のみらいを創っていく活動です。この活動を定着させ、自分ごとと
して地方創生に参加する仕組みづくりを進めています。
　また、対話会を通じて、住民、企業、大学生が島の地域課題解決を共創することで、進学・
就職を機に島外へ出て行く高校生にとっての、「あこがれの存在」が身近にあり、徳之島
がＵターンの受け皿でもあることを意識してもらうことでＵターンの誘発を目指してい
ます。

徳之島みらい創り対話会について

伝
統
文
化
か
ら
繋
が
る 

徳
之
島
に
暮
ら
す
自
分
た
ち

が
楽
し
ん
で
い
る
島
暮
ら
し
の

姿
を
、
自
分
た
ち
の
メ
デ
ィ
ア

（
今
回
は
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
）
で

発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
緩

や
か
に
観
光
客
や
移
住
を
誘
う

仕
掛
け
に
も
な
り
得
る
こ
と
を

展
望
し
た
も
の
。⑤

島
暮
ら
し
を
楽
し
む
メ
デ
ィ
ア
づ

く
り【
徳
之
島
版
リ
ト
ル
プ
レ
ス
】

油
そ
う
め
ん
や
卵
お
に
ぎ
り
、

豚
味
噌
な
ど
、
徳
之
島
の
郷
土

料
理
を
集
合
さ
せ
た
「
徳
之
島

弁
当
」
を
開
発
。

５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
帰
省
客

等
へ
提
供
予
定
。

徳
之
島
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
を
つ
く
る

ゴ
ミ
の
ポ
イ
ス
テ
を
へ
ら
す

「
誰
も
が
先
生
・
誰
も
が
生

徒
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
共
創

の
場
の
基
盤
と
な
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
系
大
学
（
社
会
人
等
が
社
会

の
た
め
に
各
々
の
技
術
を
磨
い

た
り
、
協
力
し
て
問
題
を
解
決

し
た
り
、
新
た
な
気
づ
き
を
生

む
場
所
）
の
立
ち
上
げ
を
目
指

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

ゆ
い
し
ま
大
学

親
子
夢
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

小
商
い
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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広
報
と
く
の
し
ま
　
2018．

4
月
号
　
№
527

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

朝６時半、亀津児童公園での
ラジオ体操でつながったラジ
オ体操仲間の皆さんです。い
つから始まったのか、誰が始
めたのかわからないくらい長
く続いているそう。「ラジオ体
操がつなげた健康の輪、友情
の輪（呑み会）をこれからも
広げていきたいです」とのこ
と。皆さんも亀津児童公園で
のラジオ体操に参加してみま
せんか？

わっきゃまちの 亀津児童公園
ラジオ体操仲間

の皆さんきまいたりっちゅ

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト「
さ
と
ふ
る
」

で
も
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
！

平
成
30
年
２
月
20
日
よ
り
、
ふ
る

さ
と
納
税
サ
イ
ト
「
さ
と
ふ
る
」
で

も
徳
之
島
町
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
付

を
開
始
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
ち

ら
の
サ
イ
ト
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

済
は
も
ち
ろ
ん
、
携
帯
支
払
等
も
可

能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

徳
之
島
町
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、

今
後
も
徳
之
島
町
の
素
晴
ら
し
い
特

産
品
を
全
国
に
紹
介
し
な
が
ら
、
徳

之
島
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
さ
と
ふ
る

（https://w
w

w
.satofull.jp/tow

n-
tokunoshim

a-kagoshim
a/

）】

元日のラジオ体操での一枚


